




































































































































































































































満足ともにそれぞれの項目について「 1 ．当てはまらない　 2 ．あまり当てはまらない　
3 ．まあ当てはまる　 4 ．非常に当てはまる」の 4 つの中から回答してもらった。
　期待の項目の中で、平均値が最も高かったのは「普段では得られないことを体験したい」
表 3 　期待と満足の平均値と標準偏差
期 待 満 足
Mean SD Mean SD
普段では得られない体験 3.44 0.68 3.50 0.65 **
大会の盛り上げ 3.39 0.68 3.24 0.71 ***
ランナーの支え 3.38 0.70 3.09 0.74 ***
新しい知識や経験を得る 3.22 0.75 3.22 0.77
社会的な視野を広げる 3.18 0.74 3.12 0.77
地域社会に貢献 3.18 0.73 3.17 0.73
いろいろな人との出会い 3.10 0.76 3.18 0.80 **
自分自身の成長 3.00 0.83 3.01 0.84
ランナーと交流 2.92 0.82 3.05 0.94 ***
職場や学校の仲間と参加 2.81 1.05 2.90 1.17 ***
他のボランティアと交流 2.79 0.86 2.81 0.90
自分の知識や経験を活かす 2.75 0.84 2.71 0.83
余暇を有効に過ごす 2.74 0.94 3.08 0.86 ***
知人と一緒に参加 2.70 0.99 2.95 1.10 ***
自分の能力を発揮 2.67 0.82 2.85 0.81 ***
大会に自分が必要 2.40 0.90 2.71 0.85 ***

























逆に、期待よりも満足の値が低かった 5 項目中、 2 項目で有意差がみられた。有意差がみ
られた 2 項目は「大会の盛り上げ（p＜0.001）」「ランナーの支え（p＜0.001）」であった。































Mean SD Mean SD t value
普段では得られない体験ができた 3.41 0.70 3.61 0.56 4.53 ***
大会を盛り上げることができた 3.20 0.76 3.27 0.66 1.38
ランナーの支えになった 3.06 0.75 3.12 0.73 1.19
新しい知識や経験を得た 3.11 0.82 3.35 0.69 4.62 ***
社会的な視野が広がった 3.01 0.80 3.23 0.73 4.30 ***
地域社会に貢献できた 3.13 0.75 3.21 0.70 1.66
いろいろな人と出会えた 3.05 0.83 3.31 0.75 4.70 ***
自分自身が成長できた 2.88 0.86 3.15 0.80 4.75 ***
ランナーと交流できた 2.89 0.96 3.21 0.88 5.17 ***
職場や学校の仲間と参加できた 2.83 1.15 2.95 1.19 1.57
他のボランティアと交流できた 2.73 0.88 2.89 0.90 2.65 **
自分の知識や経験を活かせた 2.73 0.84 2.69 0.83 0.74
余暇を有効に過ごせた 2.92 0.90 3.24 0.80 5.51 ***
知人と一緒に参加できた 2.76 1.13 3.14 1.04 5.10 ***
自分の能力を発揮できた 2.84 0.83 2.85 0.79 0.21







　「社交」に関連する要素の 5 項目中、 4 項目で有意差がみられたことから、女性は男性
と比べてランナー、知人、他のボランティアとの交流に満足を感じていることが明らかに













Mean SD Mean SD Mean SD F value
普段では得られない体験ができた 3.59 0.62 3.43 0.66 3.32 0.66 12.12 ***
大会を盛り上げることができた 3.27 0.73 3.14 0.72 3.22 0.64 2.34
ランナーの支えになった 3.20 0.73 2.86 0.73 2.97 0.71 16.92 ***
新しい知識や経験を得た 3.36 0.71 3.07 0.79 2.97 0.84 21.33 ***
社会的な視野が広がった 3.26 0.71 2.93 0.80 2.87 0.83 23.77 ***
地域社会に貢献できた 3.25 0.71 3.03 0.76 3.06 0.71 8.59 ***
いろいろな人と出会えた 3.33 0.79 2.98 0.74 2.89 0.77 27.78 ***
自分自身が成長できた 3.22 0.75 2.78 0.87 2.55 0.85 53.07 ***
ランナーと交流できた 3.34 0.81 2.69 0.94 2.49 0.92 78.49 ***
職場や学校の仲間と参加できた 3.48 0.73 1.80 1.13 2.14 1.12 302.51 ***
他のボランティアと交流できた 2.94 0.88 2.68 0.91 2.51 0.84 16.72 ***
自分の知識や経験を活かせた 2.81 0.82 2.53 0.81 2.59 0.84 9.75 ***
余暇を有効に過ごせた 3.11 0.87 3.02 0.90 3.03 0.80 1.18
知人と一緒に参加できた 3.31 0.83 2.32 1.24 2.46 1.20 88.08 ***
自分の能力を発揮できた 2.93 0.82 2.71 0.77 2.73 0.76 7.04 ***



























































Mean SD Mean SD t value
普段では得られない体験ができた 3.56 0.58 3.14 0.86 6.95 ***
大会を盛り上げることができた 3.31 0.64 2.76 0.94 8.15 ***
ランナーの支えになった 3.14 0.70 2.76 0.86 5.25 ***
新しい知識や経験を得た 3.29 0.74 2.83 0.85 6.25 ***
社会的な視野が広がった 3.19 0.74 2.71 0.84 6.45 ***
地域社会に貢献できた 3.23 0.67 2.74 0.90 7.17 ***
いろいろな人と出会えた 3.24 0.77 2.81 0.92 5.53 ***
自分自身が成長できた 3.08 0.82 2.60 0.89 5.95 ***
ランナーと交流できた 3.10 0.92 2.75 1.00 3.79 ***
職場や学校の仲間と参加できた 2.91 1.19 2.80 1.06 0.94
他のボランティアと交流できた 2.86 0.89 2.50 0.90 4.15 ***
自分の知識や経験を活かせた 2.76 0.82 2.42 0.86 4.26 ***
余暇を有効に過ごせた 3.17 0.81 2.53 0.97 7.76 ***
知人と一緒に参加できた 2.98 1.10 2.74 1.05 2.23 *
自分の能力を発揮できた 2.90 0.78 2.50 0.91 5.13 ***
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